
 

 

 

令和 8年度がスタートしました。 

進級した子どもたちは、新しい学年への期待と少しの緊張を胸に、始業式を

迎えました。その表情や声からは、「今年もがんばろう」という前向きな気持ち

がしっかりと伝わってきました。 

また、入学式では、新 1年生が本校の仲間に加わりました。名前を呼ばれると、精一杯

の声で「はい」と返事をする姿に、これから始まる学校生活への希望と意欲を感じ、大変

うれしく思いました。 

本校では、「心豊かでたくましい児童の育成」を教育目標とし、「やさしい子 考える子 

がんばる子」の育成を目指しています。この三つの言葉を、単なるスローガンではなく、

子どもたち一人一人の生き方につながる大切な力として育てていきたいと考えています。 

「やさしい子」とは、相手の気持ちを考え、行動できる子です。人を大切にし、仲間と

支え合いながら生活できる力は、これからの社会を生きる上で欠かすことのできないもの

です。 

「考える子」とは、自分で問いをもち、よりよい答えを探そうとする子です。正解を待

つのではなく、自分の頭で考え、仲間と学び合う中で、学びを深めていく姿を大切にして

いきます。 

「がんばる子」とは、困難に出会ってもあきらめず、やり抜こうとする子です。うまく

いかない経験も含めて、一つ一つの積み重ねが、子どもたちを確実にたくましく成長させ

ていきます。 

学校は、安心して過ごせる場所でなければなりません。だからこそ、互いを認め合い、

思いやりのある関係を築くことを、何よりも大切にしていきます。上級生には、これまで

以上に学校のよき手本としての姿を期待しています。そして新入生には、この学校で「安

心して学べる喜び」「友だちと過ごす楽しさ」をしっかりと感じてほしいと願っています。 

子どもたちは、日々の生活や行事、学びの中で、大きく成長していきます。その一歩一

歩を大切にしながら、職員一同、心を一つにして教育活動に取り組んでまいります。保護

者・地域の皆様には、今年度も変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

どの子も、この学校で「大切にされている」と実感できること。そして一年後、「この一

年で自分は成長した」と胸を張って言えること。その積み重ねこそが、子どもたちの未来

を切り拓く力になると考えます。今年も、子どもたちの可能性を信じ、ともに歩んでまい

ります。 
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上級生のみなさん、今日からよろしくお願いします。 


